
八尾市・柏原市・羽曳野市・藤井寺市 

４市施設連絡会 交流会を開催！ 

                                    
 
 

 
 

基
調
講
演
で
は
、

八
尾
市
社
会
福
祉
協

議
会
社
会
福
祉
施
設

連
絡
会
（
以
下
「
八

尾
市
施
設
連
」）
会
長 

荒
井
恵
一
様
と
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
幸
寿
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ 

中

浦
治
子
様
か
ら
、
『
八
尾
方
式
の
設
立

経
緯
と
社
会
福
祉
施
設
連
絡
会
の
展

開
～
八
尾
ら
し
い
連
携
の
か
た
ち
、
地

域
共
生
社
会 

お
せ
っ
か
い
日
本
一

を
目
指
し
て
～
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。 

  

八
尾
市
施
設
連
の
相
談
援
助
の
連
携

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
は
、
八
尾
モ
デ

ル
と
し
て
、
社
会
福
祉
士
の
養
成
テ
キ

ス
ト
に
も
掲
載
さ
れ
る
ほ
ど
、
称
賛
さ

れ
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。 

相
談
者
が
ど
こ
か
の
施
設
へ
相
談

を
さ
れ
、
相
談
を
受
け
た
施
設
は
そ
の

グ
ル
ー
プ
の
幹
事
施
設
へ
連
絡
を
し

ま
す
。
そ
し
て
幹
事
施
設
は
自
ら
が
同

行
す
る
か
、
他
の
チ
ー
ム
内
の
施
設
へ

連
携
の
相
談
を
持
ち
掛
け
、
２
施
設
で

相
談
支
援
に
入
る
と
い
う
仕
組
み
で

す
。
２
つ
の
違
う
施
設
が
関
わ
る
こ
と

で
、
視
点
や
価
値
観
が
、
複
合
的
に
な

っ
て
い
る
課
題
に
よ
り
適
切
に
対
応

で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

そ
の
他
の
工
夫
と
し
て
、
地
域
密
着

の
伴
走
が
で
き
る
よ
う
に
八
尾
市
を

地
域
ご
と
に
３
つ
の
チ
ー
ム
に
分
け

る
な
ど
、
継
続
的
に
活
動
し
て
い
く
た

め
、
常
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
し
な

が
ら
、
そ
の
時
々
の
情
勢
に
合
わ
せ
て

柔
軟
に
進
化
し
て
い
か
な
と
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

今
後
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
活
用
や
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
す
す
め
、
八
尾
市
全
体
で

相
談
及
び
相
談
者
の
属
性
を
問
わ
な

い
、
断
ら
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
く
方

針
で
、
そ
れ
に
は
、
行
政
や
社
協
の
皆

様
と
の
連
携
強
化
が
必
須
で
、
行
政
、

社
協
、
民
間
社
会
福
祉
法
人
が
ひ
と
つ

に
な
っ
て 

お
せ
っ
か
い
日
本
一
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
を
宣
言
さ
れ
終
話
と

な
り
ま
し
た
。 
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【
八
尾
モ
デ
ル
に
つ
い
て
】 

・
複
数
の
施
設
で
対
応
す
る
と
い
う
こ
と

が
参
考
に
な
っ
た
。 

・
施
設
間
の
顔
が
見
え
る
関
係
の
大
切
さ

を
感
じ
た
。 

・
八
尾
モ
デ
ル
の
や
り
方
で
、
1
事
例
に

対
し
て
複
数
の
人
が
関
わ
る
の
は
、
支

援
す
る
側
と
し
て
心
強
く
、
う
ら
や
ま

し
い
。 

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て
の
情
報
交
換
な
ど

よ
く
考
え
ら
て
い
る
。 

・
経
験
値
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
様
々
な

視
点
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
作
ら
れ
た
の
が

良
く
分
か
っ
た
。 

 

【
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】 

・
他
市
、
他
職
種
の
方
と
意
見
が
交
換
で

き
て
参
考
に
な
っ
た
。 

・
グ
ル
ー
プ
内
の
参
加
者
の
具
体
的
な
内

容
が
聞
け
て
良
か
っ
た
。 

・
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
施
設
の
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
の
人
達
で
、
積
極
的
に
司

会
、
記
録
、
報
告
が
で
き
よ
か
っ
た
。 

・
他
市
と
の
取
り
組
み
の
違
い
や
対
応
の

違
い
が
分
か
り
良
か
っ
た
。 

・
社
福
法
人
の
地
域
貢
献
活
動
の
在
り
方

と
し
て
、
そ
の
法
人
が
有
し
て
い
る
能

力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
支
援
を
考
え

て
い
く
必
要
性
を
感
じ
た
。 

◆
基
調
講
演
◆ 

基調講演をされる八尾市施設連絡会 

会長  荒 井 惠 一 様   

令
和
４
年
11
月
15
日
（
火
）
、
市
民
総
合
会
館
別
館
中
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
４
市
（
八
尾
市
・
羽
曳
野
市
・
柏
原
市
・
藤
井

寺
市
）
の
各
施
設
連
絡
会
の
交
流
会
を
開
催
し
、
48
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
、
各
社
会
福
祉
法
人
は
、
地
域
住
民
が
抱
え
る
多

様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
各
社

会
福
祉
法
人
施
設
の
運
営
に
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
地
域
貢
献
へ
の
期
待
は
、
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

多
様
・
複
雑
化
す
る
地
域
住
民
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

く
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
施
設
単
体
の
支
援
で
は
限
界
が
あ
り
、

市
行
政
、
市
社
協
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
近
隣
市
の
社
会
福
祉

法
人
が
連
携
し
、
「
協
力
」
「
協
働
」
の
関
係
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
、
本
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

グループディスカッションの様子 

◆
八
尾
方
式
に
つ
い
て
◆ 



    

令
和
5
年
2
月
27
日
（
月
）

市
民
総
合
会
館
別
館
中
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢

者
住
ま
い
る
研
究
会 
理
事
長 

寺
西 

貞
昭 

様
を
講
師
と
し
て

迎
え
、「
Ｈ
Ｕ
Ｇ (

避
難
所
運
営

ゲ
ー
ム)

社
会
福
祉
施
設
バ
ー

ジ
ョ
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

 

 

「
理
事
長
と
連
絡
が
と
れ
な
い
、

指
揮
命
令
権
の
確
保
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
」 

「
発
電
機
は
あ
る
が
、
燃
料
は
何

か
、
ガ
ソ
リ
ン
？
灯
油
？
プ
ロ
パ

ン
？
ど
こ
で
調
達
す
る
？
」 

「
避
難
し
て
き
た
市
民
を
運
営
者

の
ひ
と
り
と
し
て
協
力
し
て
も
ら

え
な
い
か
？
」 

「
水
道
が
使
え
な
い
。
貯
水
槽
は

大
丈
夫
？
」
な
ど
災
害
時
は
想
定

を
超
え
る
事
案
が
次
々
と
飛
び
込

ん
で
き
ま
す
。 

Ｈ
Ｕ
Ｇ
社
会
福
祉
施
設
バ
ー
ジ

ョ
ン
は
、
場
面

を
地
域
の
避

難
所
か
ら
社

会
福
祉
施
設

に
置
き
換
え
、

夜
中
に
発
生

し
た
大
地
震

直
後
か
ら
施

設
の
利
用
者

や
そ
の
家
族
、

避
難
者
が
押

し
寄
せ
て
き

た
と
い
う
想

定
で
、
施
設
利

用
者
の
安
全

確
保
、
建
物
等

の
被
害
状
況

の
把
握
や
応

急
処
置
、
職
員

の
安
否
確
認

等
、
様
々
な
事

情
を
抱
え
る

避
難
者
の
受
け
入
れ
、
情
報
共
有

な
ど
、
様
々
な
出
来
事
に
ど
う
対

応
し
て
い
く
か
、
具
体
的
行
動
を

模
擬
体
験
す
る
も
の
で
、
実
践
的

な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
を
支
援
す
る
土
台

と
な
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。 

  

・
体
験
で
ゲ
ー
ム
感
覚
と
し
て

学
べ
る
の
が
良
か
っ
た
。 

・
実
際
の
施
設
運
営
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

に
役
立
つ
。 

・
災
害
が
起
き
る
前
に
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は

何
な
の
か
を
考
え
る
機
会
と

な
っ
た
。 

・
受
け
入
れ
基
準
、
受
け
入
れ

ス
ペ
ー
ス
の
把
握
を
改
め
て

考
え
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。 

・
平
常
時
に
取
り
決
め
る
事
、

備
え
る
事
を
知
る
機
会
に
な

っ
た
。 

・
情
報
を
整
理
し
て
共
有
す
る 

              

に
は
、
何
の
準
備
が
必
要
で

確
認
項
目
が
何
な
の
か
と
い

う
こ
と
を
再
確
認
で
き
ま
し

た
。 

災
害
小
委
員
会 避難所運営ゲーム（HUG）の様子 

      

◆
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
（
抜
粋
）

◆ 

令和 4年 10月 27日（木）午後 6時か

ら藤井寺駅周辺で実施し、会員 18 人と

子ども子育て連絡会と共同して、赤い羽

根共同募金街頭募金を実施し、市民の皆

様に協力の呼びかけを行いました。 

施設連絡会として募金活動を実施して

６年目。今年も多くの本会会員施設の職

員の方にご協力・ご参加をいただき、市

民の皆様に共同募金の啓発と、施設連絡

会の PRを行うことができました。 

今年の街頭募金活動で集まった募金総

額は 28,553円。その他、本会会員施設で

は、今年も募金箱を設置するなどの協力

も行っています。 

 これらの募金は、大阪府共同募金会に

送金され、次年度の地域福祉事業の為に

活用されます。 

 

 

 

日時：令和５年５月２５日（木） 

１５時３０分 

 

場所：福祉会館 ２F 講座室 

 

案件：①令和４年度事業報告 

   ②令和４年度決算報告 

   ③役員改選 

   ④令和５年度事業計画 

   ⑤令和５年度予算 

※詳細は別途、文書にてご案内いた

します。 

令和５年度 

藤井寺市施設連絡会 

総会について 

街
頭
募
金
の
実
施 



 


